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アジサイのはなし 2021.05.18 
日本の梅雨を代表する植物と言えばアジサイ。アジサイ科アジサイ属の落葉低木で、最近

ではいろいろな園芸品種が出回っています。もともとは日本原産のガクアジサイが西洋で

品種改良され、逆輸入という形で日本に戻って来ました。漢字で書くと「紫陽花」です

が、実は唐の詩人が「ライラック」に付けた名前らしく、平安時代に間違って当てられた

漢字のようです。アジサイの特徴は、赤青紫と変化する花の色ですが、土壌の ph で変わ

ります。一般には「酸性ならば青、アルカリ性ならば赤」になると言われています。アン

トシアニンという色素が ph の違いで変化する土壌のアルミニウムイオンと結びついて色

が決まるそうです。ところで、たくさんのアジサイを境内に植えたアジサイ寺というのが

各地にあります。その昔、梅雨時は死者が多く、たくさんの人が埋葬されました。その手

向けの花として、世話もかからず簡単に調達できる重宝な花として栽培されたようです。

また、花弁が４枚あることが「死（４）」をイメージすることも理由のひとつにあったよ

うで、縁起の悪い花だったようです。アジサイが観賞用として人気となるのは、昭和時代

になってから。最近ではたくさんの園芸品種が出回り、母の日の贈り物には、カーネーシ

ョンに代わってアジサイが主流になりつつあるようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


